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総務文教常任委員会

平成29年度一般会計補正予算
主
な
内
容

情報通信施設管理運営費 1,000万円 草峠の電柱移設費

㈱アロマ田沢湖無利子貸付金 3,000万円 経営改善への貸付金

文化財管理費 98万円 松本家の自動火災通報設備の設置料

質
問　

災
害
の
時
に
電
柱
の
不
具
合
が
起

き
た
と
い
う
説
明
だ
が
、
市
の
施
設
だ
と

す
れ
ば
保
険
は
下
り
る
の
か
。　

答
弁　

保
険
の
対
象
外
の
工
事
に
な
る
。

草
峠
付
近
の
電
柱
で
、
田
ん
ぼ
と
川
の
中

間
点
に
立
っ
て
い
た
電
柱
が
水
害
で
え
ぐ

ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
傾
い
た
の
で
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
が
自
腹
で
応
急
処
置
を
行
っ
て
い
る
。

　

大
雨
に
な
っ
た
時
に
、
ま
た
被
害
に
遭

う
可
能
性
が
あ
る
。
旧
西
木
村
の
国
道
１

０
５
号
線
沿
い
の
電
柱
は
、
徐
々
に
国
道

際
に
移
設
す
る
傾
向
に
あ
る
。

　

今
回
は
、
そ
の
一
環
で
、
約
１
．
１
㎞

の
延
長
と
な
る
工
事
費
と
い
う
事
で
、
保

険
の
対
象
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

質
問　

貸
付
金
３
，
０
０
０
万
円
の
具
体

的
な
使
途
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

３
，
０
０
０
万
円
の
う
ち
、
平
成

21
年
に
借
り
た
残
債
が
２
７
５
万
円
あ

り
、
こ
の
残
債
を
繰
り
上
げ
償
還
す
る
。

　

ま
た
、
社
員
の
確
保
と
従
業
員
の
待
遇

改
善
に
５
０
０
万
円
、
営
業
活
動
及
び
広

報
活
動
に
２
０
０
万
円
、
そ
の
他
は
、
通

年
の
支
払
い
に
充
て
、
資
金
面
の
担
保
を

確
保
し
な
が
ら
、
安
定
的
な
経
営
を
行
っ

て
い
く
。

質
問　

㈱
ア
ロ
マ
田
沢
湖
で
指
定
管
理
及

び
業
務
を
受
託
し
て
い
る
施
設
が
７
施
設

も
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
経
営
を
圧
迫
し

て
い
る
理
由
と
考
え
る
し
、
管
理
が
行
き

届
い
て
い
な
い
施
設
も
あ
る
。
今
後
、
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。
ま
た
、
不
採

算
部
門
は
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

答
弁　

指
定
管
理
を
受
け
て
い
る
施
設
に

つ
い
て
は
、
全
体
的
な
業
務
体
制
を
見
直

し
、
来
年
度
に
お
い
て
業
務
内
容
を
精
査

す
る
。
他
の
民
間
事
業
者
に
移
譲
出
来
る

も
の
は
移
譲
し
、
業
務
の
ス
リ
ム
化
を

図
っ
て
い
く
。
不
採
算
部
門
に
つ
い
て
は
、

特
に
、
ハ
ー
ト
ハ
ー
ブ
の
温
室
・
ガ
ー
デ

ン
の
新
た
な
利
活
用
に
つ
い
て
、
市
と
協

議
し
、
来
年
度
中
に
生
産
性
の
あ
る
活
用

策
を
取
り
ま
と
め
、
見
直
し
を
図
っ
て
い

く
。
併
せ
て
閉
鎖
中
の
ハ
ー
ブ
バ
ス
の
活

用
策
を
検
討
す
る
。

質
問　

経
営
改
善
に
向
け
た
、
明
確
な
戦

略
が
不
足
し
て
い
る
。
ハ
ー
ト
ハ
ー
ブ
に

し
か
な
い
目
玉
商
品
や
体
験
の
創
出
が
間

違
い
な
く
必
要
だ
。
経
営
改
善
に
向
け
た

本
気
度
が
見
え
な
い
が
、
今
後
ど
の
よ
う

に
し
て
い
く
の
か
。

答
弁　

今
後
の
経
営
改
善
に
向
け
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
品
ぞ
ろ
え
を
抜
本
的
に
見
直

し
、
地
場
産
品
に
特
化
し
た
コ
ー
ナ
ー
を

拡
充
す
る
な
ど
、
こ
こ
で
し
か
購
入
で
き

な
い
商
品
、
特
産
品
の
開
発
、
仙
北
市
産

の
農
産
物
の
販
売
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
メ

ニ
ュ
ー
開
発
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

　

３
年
以
内
に
は
、
明
確
な
方
向
性
と
結

果
を
必
ず
出
す
。

質
問　

松
本
家
の
自
動
火
災
通
報
設
備
設

置
に
か
か
る
費
用
は
、
県
か
ら
の
補
助
も

あ
る
と
い
う
説
明
だ
が
、
補
助
率
は
ど
れ

ぐ
ら
い
か
。

答
弁　

建
物
で
は
な
く
施
設
の
整
備
な
の

で
正
式
な
補
助
の
基
準
は
な
い
が
、
県
の

予
算
の
中
で
調
整
し
、
15
～
20
％
程
度
だ

と
考
え
ら
れ
る
。

平
成
29
年
度
予
算 

主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

■抜本的な経営改善が望まれる㈱アロマ田沢湖
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市民福祉常任委員会

平成29年度一般会計補正予算
主
な
内
容

仙北市湯ったり生き活き温泉入浴事業費 521万円

ヘルスツーケアリズム事業に関連し、70 歳以上の方を対象に温泉入浴券を配布し、市内第３セクターの温
泉施設３か所へ入浴していただくと共に、入浴前と入浴後のストレスチェックを試験的に行う事業。

質
問　

な
ぜ
補
正
対
応
な
の
か
。
緊

急
性
が
あ
る
の
か
。
試
験
を
す
る
以

上
、
様
々
な
準
備
を
し
、
当
初
予
算

で
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　

地
方
創
生
交
付
金
を
活
用
し
、

エ
ビ
デ
ン
ス
を
蓄
積
す
る
た
め
、
ス

ト
レ
ス
測
定
デ
ー
タ
を
取
得
す
る
機

材
を
購
入
す
る
準
備
を
し
て
い
る
。

機
材
は
、
２
月
く
ら
い
に
入
る
予
定

で
あ
る
。
そ
の
後
の
２
月
、
３
月
の

時
期
に
デ
ー
タ
を
取
得
し
、
平
成
29

年
度
事
業
の
実
績
を
国
に
出
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し

て
は
、
機
材
が
入
る
時
に
、
市
民
の

皆
様
か
ら
協
力
を
い
た
だ
い
て
一
定

規
模
の
試
験
を
行
う
と
す
れ
ば
、
今

回
の
補
正
予
算
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
と
い
う
前
提
が
あ
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
た
だ
機
材
を
購
入
し

た
と
い
う
事
だ
け
で
終
わ
る
訳
に
は

い
か
な
い
事
業
が
横
で
動
い
て
い
る

事
実
も
あ
る
。

質
問　

70
歳
か
ら
に
し
た
理
由
は
。

現
役
世
代
の
状
況
を
し
っ
か
り
掴
ん

だ
試
験
も
し
て
い
か
な
い
と
、
後
々
、

事
業
と
し
て
展
開
し
て
い
か
な
い
の

で
は
な
い
か
。

答
弁　

ヘ
ル
ス
ツ
ー
ケ
ア
リ
ズ
ム
推

進
に
係
る
基
本
計
画
を
策
定
し
た
委

員
の
方
々
の
議
論
で
、
介
護
保
険
適

用
の
話
し
や
、
前
期
・
後
期
の
高

齢
者
医
療
の
対
応
等
を
考
え
て
い
く

と
70
歳
く
ら
い
が
適
切
と
の
判
断
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
市
民
団
体
か
ら
も

市
内
第
３
セ
ク
タ
ー
の
温
泉
施
設
を

利
用
し
た
健
康
増
進
の
モ
デ
ル
的
な

取
り
組
み
と
し
て
、
70
歳
以
上
の
温

泉
無
料
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
で

き
な
い
か
と
い
う
要
望
が
２
４
０
名

の
署
名
と
共
に
あ
っ
た
。
医
学
的
な

判
断
と
市
民
の
方
々
の
要
望
が
同
年

代
だ
っ
た
た
め
、
今
回
は
、
70
歳
以

上
の
方
々
に
事
業
に
参
画
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
た
。

　

40
代
か
ら
60
代
の
方
々
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
協
議
会
・
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
で
具
体
的
な
方
策
を
練
っ

て
お
り
、
来
年
度
に
検
討
す
る
事
に

な
っ
て
い
る
。

質
問　

民
間
の
温
泉
も
産
業
振
興
の

側
面
か
ら
利
用
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
３
年
の
中
で
、
民
間
の
温
泉
を

利
用
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
弁　

基
本
方
針
を
策
定
し
た
委
員

の
中
で
、
市
民
の
方
々
が
足
し
げ
く

行
け
る
平
地
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
簡
単
な
測
定
機
械
と
言
い
な

が
ら
も
、
市
民
の
方
々
に
協
力
し
て

も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
民
間
の

温
泉
事
業
者
に
、
な
か
な
か
ス
タ
ー

ト
時
点
で
お
願
い
す
る
の
は
難
し
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
話
が
あ
っ
た
。

　

市
が
出
資
し
て
い
る
第
３
セ
ク

タ
ー
で
あ
れ
ば
、
お
願
い
を
受
け
止

め
て
く
れ
る
素
地
が
で
き
て
い
る
事

も
あ
り
、
３
か
所
で
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
に
な
っ
た
。
こ
の
試
験
が
拡
大
し

て
行
く
事
が
望
ま
し
い
が
、
温
泉
の

泉
質
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
見
な
が

ら
と
い
う
事
に
な
る
と
思
う
の
で
、

全
て
と
い
う
事
に
は
な
ら
な
い
と
思

う
。

　

財
政
面
か
ら
も
そ
の
よ
う
な
判
断

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

平
成
29
年
度
予
算 

主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

公の施設の指定管理者の選定について（市民浴場東風の湯）
質問　株式会社アロマ田沢湖を指定し、指定期間は５年としているが、仮に指定した会社の経営状況が悪化

した場合、指定管理者が代わる事も考えられると思う。契約の中に、そういう条文ははいるか。
答弁　今回は指定しただけで、契約の締結はこれからとなる。条文を加えるかについては、今後、検討したい。

■㈱アロマ田沢湖が引き続き指定管理をする
　東風の湯
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訂正とお詫び 48 号産業建設常任委員会で、平成 29 年度仙北市水道事業会計補正予算は一般会計補正予算の誤りで
した。訂正してお詫びいたします。

産業建設常任委員会

平成２９年度仙北市一般会計補正予算

公の施設の指定管理者指定
（３０年４月１日から５年間）

◇外町交流広場　
指定者　立町商店会　
◇かたまえ山森林公園、西木山の幸資料館、西

木森林学習交流館　
指定者　田沢湖自然体験センター　
賛成討論
　西木観光協会から請願として出されている経
緯がある。
　詳細な選定の内容や地元の方々の思いを伺
い、山の幸資料館やエリア全体の整備について、
西木観光協会や地元の方々の思いをくみ取った
形で維持管理に努めて頂きたい。

請願（2件）

◇米の生産費を償う価格下支え制度
を求める請願（採択）

（願意）30 年度から政府による生産調整が廃止され米
価不安定要因になりかねない。生産者米価と生産費の
不足分を償う下支えをする制度が必要である。

（結果）農業従事者の確保の観点からも必要であると
し全会一致で採択。衆参両院議長への意見書提出。

◇潟前山森林公園指定管理の選任に
ついて（不採択）

（願意）維持管理、経営を西木町観光協会に許可して
いただきたい

（結果）指定管理選考委員会の結果（田沢湖自然体験
センター 74 点　西木観光協会 66 点）を重んじた。

主
な
内
容

農地利用最適化交付金事業費 89万円

12 月 20 日より新制度に移行となる農業委員、農地利用最適化推進委員の報償費

条件不利農地を担う経営体支援事業費補助金 60万円

中心経営体、担い手事業者が対象。中山間地エリアが条件。１年目 10 アール１万円で 60 ヘクタール分

駅前広場施設管理運営費 382万円

４月１日から市内３観光協会が統合し角館駅前スタシオンを事務所とするための改修費

自然ふれあい温泉館維持管理費 395万円

アルパこまくさに蒸気ボイラーを設置

急傾斜危険区域工事費負担金 1,200万円

７月に発生した豪雨災害対策。西木町字桧木内山口地区に落石防護、法面対策等の工事費 6,000 万円の内
20% が市の負担となる

質
問　

ス
タ
シ
オ
ン
を
事
務
所
と
す

る
経
緯
は
。

答
弁　

３
観
光
協
会
か
ら
、
市
の
施

設
を
使
い
た
い
と
す
る
申
し
出
が

あ
っ
た
。

質
問　

具
体
的
な
改
修
内
容
は
。

答
弁　

ス
タ
シ
オ
ン
は
、
待
合
室
、

喫
茶
店
と
し
て
利
用
し
た
場
所
が
あ

る
。
喫
茶
店
側
を
事
務
所
と
す
る
。

間
仕
切
り
を
し
て
壁
を
作
り
、
ク
ロ

ス
を
張
る
。
給
水
設
備
に
不
具
合
が

あ
る
の
で
改
修
し
た
い
。
ト
イ
レ
は
、

駅
や
蔵
の
ト
イ
レ
を
使
用
す
る
事
と

し
て
、
ト
イ
レ
を
外
し
て
物
置
と
す

る
。

質
問　

事
務
所
に
は
何
人
入
る
の

か
。

答
弁　

８
人
の
予
定
で
あ
る
。
当
分

は
、
支
部
体
制
で
、
カ
タ
ク
リ
館
・

フ
ォ
レ
イ
ク
・
蔵
の
案
内
所
の
業
務

は
継
続
と
な
る
。

質
問　

内
陸
線
で
ス
タ
シ
オ
ン
を
活

用
の
申
し
出
は
な
か
っ
た
か
。

答
弁　

会
社
側
と
話
し
合
い
は
し
て

い
る
。
活
用
し
た
い
話
は
な
か
っ
た
。

平
成
29
年
度
予
算 

主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト


